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○日時 平成26年７月１日 午前10時00分開会 

○場所 委員会室 

○議件 

１．農作物作況調査の実施について 

２．その他 

─────────────────────── 

○出席委員（５名） 

 委  員  長    佐々木 玲 子 

 副 委 員 長    小 澤 陽 平 

 委 員    工 藤 英 治 

            栗 田 政 男 

            古 都 宣 裕 

            山 田 庫司郎 

─────────────────────── 

○欠席委員（１名） 

 委 員    古 都 宣 裕 

─────────────────────── 

○委員外議員（１名）   

 議 長    小田部 善 治 

─────────────────────── 

○傍聴議員（２名）   

            飯 田 敏 勝 

            高 橋 政 行 

  

○事務局職員 

事 務 局 長    佐 藤   明 

次     長    吉 田 正 史 

総務議事係長    岩 尾 弘 敏 

      係    菊 地 香代子 

      係    松 山   俊 

 

午前10時00分開会 

○佐々木玲子委員 おはようございます。 

 ただいまより経済建設委員会を開催いたします。 

 きょうの議件は、作況調査の実施についてという

ことで、皆様で御協議いただきます。 

 作況調査の実施につきましては、６月16日開催の

当委員会におきまして、実施することで決定をいた

だきました。 

 内容につきましては、正副委員長に日程、視察先

等を一任いただいておりましたが、視察行程案がで

きましたので、内容について皆様に協議決定を願い

たいと思います。 

 まず内容的に見ていただいて、よろしいでしょう

か。だいたいこのような形で、ひととおり。 

 それで、前回の委員会のときに要望意向も含め

て、正副と事務局のほうに何か要望がありましたら

ということで皆さんにお伝えしておりましたとこ

ろ、委員会の中では古都委員から、流氷館工事の進

捗状況を視察してしたいという意見がありましたの

と、そのあと一般質問等でも鳥獣被害に関しては結

構皆さんからも出ておりましたので、その対策現場

を視察してはどうかというお声があったものですか

ら、皆さんに案をお示ししましたとおり、畑作３品

のほかには、西部地区の鳥獣被害対策現場としてシ

カ柵を設置されているところを１カ所、そのあと天

都山のほうに行きまして、天都山展望台・オホーツ

ク流氷館の建設工事の状況を視察。 

 まず鳥獣被害対策に関しましては、仕掛けたわな

とかそういうものは、やはり人間の足跡とか匂いと

かがつくと生かされなくなるということで、なかな

か見に行くところは選定するのに難しかったそうな

のですが、シカ柵を見るということで御理解いただ

きたいと思います。 

 天都山展望台・オホーツク流氷館に関しまして

は、今現在まだ掘削とか基礎工事の段階で、そして

またさまざまな重機等動いているものですから、現

場自体に入っていくことは御遠慮願いたいというこ

とで、現在の展望台のほうから全体を見下ろす形

で、今どんな状況かというところを説明を受けなが

ら視察ということにしたいと思います。 

 そのような形で、だいたい市役所を13時30分に出

発、そして西部地区の鳥獣被害、その後天都山展望

台、それから中部地区の農場、それから圃場、その

次が南部地区、市役所に帰りつくのが、16時50分と

いうような形に設定しましたけれども、このような

形でよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 時間とか行くところについては多少日程が近づく

ことにより変動があろうかと思いますけれども、こ

の辺も御了承いただいてよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○山田庫司郎委員 帰庁ということで、16時50分に

市役所に戻るという予定ですね。 

 いつも流れ解散というのが多いのですが、もし課

題があって必要性があれば、少し残ってみなさんで

話をする必要があるのかなと思っているところがあ

るわけですが。 

委員長として、帰庁してからどういうふうに思わ

れているのですか。 

○佐々木玲子委員長 私はいつもの形で考えていま

したけれども、確かに実は流れ解散というのはちょ

っとなというのはなくはないですよね。やはりきち

んと委員会として締めてというほうがいいのかと

も、私も思っている反面もあります。 

 皆さんはどうなのか。ほかの委員の皆さんの御意

見も伺いたいと思います。 

○工藤英治委員 これをやるとしたら、16時50分で

は時間的になにか話し合いをする時間は、ないよう

な気もします。 

 30分くらい早くするとか、何かやるとなると少し

話をしても、それはぎりぎりの17時半までになりま

す。 

○栗田政男委員 大変貴重な御意見だと思います。 

 わからない部分もしっかりと委員会として、再度

勉強といったらおかしいですけれども、確認すると

いうのはいいのですが、最近の作況調査を見ていま

すと、委員外委員も同行するようなケースが多くな

っていますので、そうなると委員外議員の方は帰っ

てもらってという形と、それをやるのならば委員外

議員は御遠慮いただいて、委員会でしっかりやって

きたほうがというのと、普段から感じているのです

けれども、この作況調査の場合は大人数で押しかけ

ると、要するにいろいろな準備の段階で大変な御苦

労されているのですよね。担当の方が。 

 その部分もあるので、その部分もきちんと議論し

て皆さんにお話を詰めた上で、しっかり反省会でも

ないのですけども、委員会に戻ってしっかりやると

いうのは必要なことだと思います。 

○佐々木玲子委員長 副委員長はいかがですか。 

○小澤陽平副委員長 行った中での質疑はできると

思いますので、行った中で時間の調整もあるのでし

ょうけれども、帰ってきてから感想だけを述べるの

ではなく、課題等があった場合には開いてみてはど

うかというふうに思います。 

○佐々木玲子委員長 そうしますと、課題がしっか

りあると感じた場合はやるけれども、そうでなけれ

ば、特に帰ってきてからやらなくていいというよう

な副委員長の意見と、やったほうがいいのではない

かという意見に分かれております。 

 山田委員から委員長の考えはというお話でしたの

で、今回はいつも見ないようなところも見てきます

から、そういうことも含めて、しばらくやったこと

はありませんが、帰ってきてから一度委員会室で課

題もあるどうかも含めて一度戻って、委員会室で質

疑があるかないか確認した上で、議論があるかない

か確認した上で、閉めるというような形にしようと

思いますが、それでよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

そのような形でよろしくお願いいたします。 

 それからいま話が出ました委員外議員の参加につ

いてですけれども、いつもどおり認めてよろしいで

しょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 では、委員外議員の参加も認めるということで決

定をいたしたいと思います。 

 では、作況調査につきましては、以上のような形

で進めさせていただくということで、決定させてい

ただきます。 

 

○佐々木玲子委員長 委員会としての議件としては

これで終わりですので、そのほか委員から何かござ

いますか。 

○工藤英治委員 視察へ行ってきて、その中で山梨

の市役所の女子職員観光プロモーションチーム、そ

れが大変よかったので、網走でもできることがない

のか、女性職員の意識はどうなのか、その辺を私個

人でアンケート調査をしてみようかなと思ったので

すけれども、もしあれでしたら、委員会としてやれ

るものかどうか、この辺、資料というかこのような

形でやりたいっていうものをつくってきているの

で、配付させてもらって議論していただけたらと思

います。 

配付させていただいてもよろしいですか。 

○佐々木玲子委員長 せっかくの案ですので、まず

配付をしていただいた上で、皆さんの意見を聞きた

いと思います。 

〔資料配布〕 

 では皆さんの御手元に行ったと思いますので、説

明願います。 

○工藤英治委員 中身はみんなそれぞれ向こうの視

察先でいろいろ聞いてきてわかったと思うのです
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が、私としても男目線でのすべてがなされているの

が普通社会であって、役所も決めごとも企業も、や

はり男目線が主体になっていると。そして観光に対

しても。 

これから女の人が半分ここに書いてあるのです

が、女性ならではの感性を活かして網走観光を再

興。女性だからこそ気づく網走のよさ、課題を整

理。女性の感覚で網走の魅力を発信。新たな手法含

め多才な女性がつながる力で、新たな発想をという

狙いをもとに、次の女性目線で網走観光を再構築ア

ンケート。下記の問いにお答えください。 

 これを市の女性職員すべてにお願いしたいなと。

ひっかかるかどうかもわからない、全然無視される

場合、それからこれは女性職員だけでいいか嘱託も

含めるか、最後はまち場の人もというのか、それは

網走。まるっきり山梨のそのままでいいのか。その

辺も含めて、経済建設委員会としてやってみるか、

なければ、会派としてやろうかと思っています。 

○山田庫司郎委員 私も山梨市の女性の取り組み

に、非常にも感銘を受けて帰ってきた、報告レポー

トにもそういう気持ちで書かせていただきました。 

 工藤委員が言われたように、網走市にもこういう

ものがあったらすばらしいかなという思いで帰って

きたのは確かです。 

 ただ私はあちらで非常に感銘を受けたのは、自主

的に自分たちから動き出したという話があったと、

本当かどうかそれはこういうことを言うと失礼です

けれども、実際そうだと思うのです。 

 それで、みずからが立ち上がって声をかけ合って

やる中で、行政側のバックアップもあって、離れず

つかずということで、非常にいい感じでやられてい

るのでないかなという感想を受けて帰ってきたので

す。 

 工藤委員から今あったように、当市の市役所の中

にもああいったものがあればいいかという視点は私

もわかるのですが、自主的に出てきたというのと、

市の職員の女性がどのような認識でいるかというこ

とで、アンケート取るのはひとついいのかもしれな

いですが、私としてはちょっと違う角度で物事を進

めたほうがいいのかなと。意識調査的にやるという

ことはひとつ意義があるのかもしれないけれども。 

ただこれは議会側の立場でいえば、議会がやるか

らといっても、やはり理事者の理解を得ないと職員

の管理は理事者側がしているわけですから、私はそ

こは大事にしていかなければならないだろうと。 

工藤委員から、会派でもという話もありましたけ

れども、勝手にやることはそれはいいのかもしれな

いけれども、理事者にやってもらうということでは

なくて、もしやるとしても、まず理事者の理解をも

らわなければならないと私は思うのです。かたいこ

とを言っているのかもしれないけれども。 

 それで、これをとって、次に何をしていこうかと

いうふうになったときに、ぜひこういうプロジェク

トチームが網走市も必要だということで、当委員会

としてアンケートもやったとして、結果をもとにし

てこうだというふうにして動いて、調査項目の中に

入れて、ぜひつくるべきだというふうに動くのが本

当にどうなのかなと。 

非常にいい観点は観点です。女性の目線から見た

観光なり、これからのあるべき姿ということを知る

というのはいいことなのですけれども、次へ持って

いき方が、非常に難しくなるような気がしているの

です。臆病になっているつもりはないのですが。 

 皆さんからの御意見を聞きたいなと思いますの

で、工藤委員の発想をとめるという意味ではなく

て、いろいろ整理をして、きちんとしていかなけれ

ばならないであろうと。 

 アンケートを取るということは、その結果をもと

に次のステップに進むという意味ですから。 

○佐々木玲子委員長 そうですね。アンケートをと

っただけで終わるわけではないので。 

山田委員から今ありましたけれども、ほかの委員

はいかがでしょうか。 

○小澤陽平委員 アンケートをとること自体につい

ては、やってみたらおもしろいかなというふうに思

いますが、確かにとったあと、そのアンケートをど

のように使っていくのかというところが明確になっ

ていないと、職員の方も戸惑ったりもするかと思い

ますので、このアンケートの目的を、例えば網走観

光に生かすためのアンケートですという形で取るの

か、こういうプロモーションチームをつくるための

アンケートにするのか、その方向性というのが大事

だと思いますので、そちらをきちんとした形で精査

してから、アンケートをとるということ自体につき

ましては、反対するものではございません。 

○栗田政男委員 いいことだと思います。全然問題

ないでしょうし。 

ただ自由意思ですから、向こうに強制するものも

何もないので、それをどう活用するかというのはこ

ちらの話なので。 
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 ただアンケートの今小澤委員から言われたよう

に、アンケートをとる目的がこれを見た感じだとぼ

やっとしているので、こういうものがあって、すご

くいいものだったので、当市も取り入れたいという

ことを明確に伝えてあげれば、協力している方のデ

ータとして我々はつかんで、その上からまた次のス

テップを考えればいいので。 

 アンケート自体を取ったからといってステップ、

次を踏まなければいけないというものは何ものもな

いので、データとして必要なことであれば協力して

もらうことはやぶさかでないですし、可能であれば

委員会としてきっちりやるのも必要だと思います。 

 全然問題ないことだと思います。 

○佐々木玲子委員長 皆さんの大体の意見は、それ

ぞれの観点からのお話だったと思います。 

 アンケートそのものについて、皆さん異論がない

ということではあるのですが、その先においてこれ

をどうするのかっていう部分になると、意見が分か

れるところかなと今思うところなのですが、これ一

度、次回まで検討という形にして、もう一度このこ

とについて、例えば目的なりがどうなのかとか、そ

の辺のところをお話いただければと思います。 

○工藤英治委員 実際目的は、どういうふうになる

かというのを出てきたアンケートの結果によって、

目的は変わると思います。 

 こういう結果が出ていますよと理事者に伝えるだ

けなのか、その中からこういうふうな人たちがいる

けれども、これ匿名ですから誰がどうかというの

が、こちら側がわかるわけではないけれども、意識

の中にこういうのがありますよ、今後こうしたらど

うですかという委員会から理事者への申し入れ、そ

れは今度はみんなで委員会で決めることであって、

アンケートの結果によって全く違うと思うのです。 

 誰も答えが出ないかもしれませんし、積極的な人

がいるかもしれませんし。 

○佐々木玲子委員長 まずはアンケートをとって、

状況を調査したいというような形のお話と受けとめ

てよろしいですか。 

○工藤英治委員 委員会としたら非常に決めるには

いろいろなものがある。けれども会派だけでしたら

アンケートを取るには何も制約はないなと。そし

て、そのアンケートの結果を会派としてやるのは、

委員会というのは非常に難しいのかなと思ってはい

るのです。 

 合議制である以上、委員会に出して調査をすると

いうのは、今言ったように先に目的ですとか、いろ

いろなことがある。 

 今委員長が仕切られたように、この次もう１回と

いうと、それはそれで私としても待つのが一番いい

のかなと。いや会派でやらせてもらいますとそうい

うふうにはならない。もう１回というものがあれ

ば、それが終わってからにしますということで、も

う１回ということで、皆さんのあれがあればと思い

ます。 

○佐々木玲子委員長 そういういうことで、一度考

える時間を少しおいたほうがいいかと思うのですけ

れども、いかがでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 そのような形で、次回案件として上げさせていた

だきますので、きょうはこの工藤委員からの意見に

つきましては、皆さんに持ち帰っていただきたいと

思います。 

 以上で、経済建設委員会を終了いたします。 

午前10時20分閉会 
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